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本日の資料のダウンロード先 
（動画は再生することができません。） 

http://noriko-nakanishi.com/index.html 



1.1. Sound symbolism 

1. 「音素カウンター」開発の背景 

Ramachandran & Hubbard (2001, p. 19)  



• 100曲のジャズ歌詞を分析し、どの曲にどの音素が多く含まれる

かを算出した。   

→無声閉鎖音は軽快な曲、 
鼻音側音はロマンチックな曲に頻出?! 
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1. 「音素カウンター」開発の背景 
1.1. Sound symbolism 



• 例えば、前舌母音 /iː, ɪ, e, æ/   
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1. 「音素カウンター」開発の背景 
1.1. Sound symbolism 

♪ SING, SING, SING 

Louis Prima 作詞・作曲 

「みんな歌おうぜ！」 

 

♪ IT’S ONLY A PAPER MOON 

E. Y. Harburg, B. Rose作詞 H. Arlen作曲 

「私を信じれば、紙で作ったお月様だって 
本物になるよ！」 
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• 例えば、前舌母音 /iː, ɪ, e, æ/   



• 例えば、後舌母音 /uː, ʊ, ɔː, ɑ/    
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1. 「音素カウンター」開発の背景 
1.1. Sound symbolism 

♪ JOHNNY GUITAR 
Peggy Lee作詞 Victor Young作曲 

「ヒドイ男だったかもしれないけれど、 

やはりJohnnyが好き。 」 
 

♪ I DON’T KNOW WHY (I JUST DO) 
Roy Turk 作詞 Fred E. Ahlert作曲 

「どうしてこんな風に 
あなたを好きになっちゃったんだろう」 
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• 例えば、後舌母音 /uː, ʊ, ɔː, ɑ/    



• 例えば、無声閉鎖音・破擦音/p, t, k, ʧ/    
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1. 「音素カウンター」開発の背景 
1.1. Sound symbolism 

♪ TAKE FIVE 

Iola Brubeck 作詞・Paul Desmond 作曲 

「せかせかしないで、僕に気づいて」 

 

♪ ROUTE 66 

Bobby Troup 作詞 ・作曲 

「楽しみを見つけな、ルート６６で！」 
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• 例えば、無声閉鎖音・破擦音/p, t, k, ʧ/    



• 例えば、鼻音・側音/m, n, ŋ, l/    
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1. 「音素カウンター」開発の背景 
1.1. Sound symbolism 

♪ SOMEDAY MY PRINCE WILL COME 

Larry Morey 作詞、Frank Churchill 作曲 

「いつか王子様が私の前に」 

 

♪ MY ROMANCE 

Lorenz Hart 作詞、 Richard Rodgers 作曲 

「私の恋にはどんな演出も必要ない、 
必要なのは、あなただけ。」 
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• 例えば、鼻音・側音/m, n, ŋ, l/    
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1. 「音素カウンター」開発の背景 
1.1. Sound symbolism 

しかし、 
• 当てはまらない曲もたくさんある。 
• 曲のイメージは演奏の仕方によって変わる。 
そこで、今、取り組んでいること： 

単語を発音記号に
変換して、 

音素を手作業で 
カウントしていたら 
日が暮れる！ 



1. 「音素カウンター」開発の背景 
1.2. 英語音声指導 



1. 「音素カウンター」開発の背景 
1.2. 英語音声指導 

• プロソディは文脈に依存する度合いが強いが、個別音（音素）は
調音法をある程度システマティックに指導できるはず。 

   

しかし、 

＜一斉指導の場合＞ 
 

• 英語音声学の教材 
→不自然な文脈。 

 
• 授業で使用している教材 

→教材のどの部分で、どの音
素に注目する？ 
e.g.) 
/θ/と/ð/の練習をするなら、ど
のUnit で取り上げる? 

＜学習者が個別に練習する場合＞ 
 

• 英和辞書には、活用形の発音表
記がない。 
→何となく「勘」で発音している？ 
include – includes – included 
increase – increases – increased 

 
• 学習者が準備したスピーチ原稿 
  →どの部分でどの音素に注目す
る？ 
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2. 「音素カウンター」で、できること 
2. 0. 音素カウンターのしくみ。 
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実際の画面 

英語教材・スピーチ原
稿など英文を入力する。 



2. 「音素カウンター」で、できること 

① http://noriko-

nakanishi.com/phoneme/

にアクセス。 

②ここに英文を入力。 

③「同意する」にチェック。 

④「分析」をクリック。 

2. 0. 音素カウンターのしくみ。 

http://noriko-nakanishi.com/phoneme/
http://noriko-nakanishi.com/phoneme/
http://noriko-nakanishi.com/phoneme/
http://noriko-nakanishi.com/phoneme/
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2. 「音素カウンター」で、できること 

CSVファイルを 
ダウンロード可能。 

2. 1. 英文中の音素数を算出。 
ヒラリー・クリントン 
民主党大統領候補 
勝利演説（2016年）より 



2. 2. 文中の内容語のうち、 
強勢が置かれる母音と直前の子音数を算出。 
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2. 「音素カウンター」で、できること 

CSVファイルを 
ダウンロード可能。 



2. 3. 発音記号を出力。 
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2. 「音素カウンター」で、できること 



2. 4. データベースに存在しない語を出力。 
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2. 「音素カウンター」で、できること 

データベースにない語を蓄積し、 
定期的に語彙を増やしていきます。 



3. 「音素カウンター」活用事例 
3. 1. New Horizon (平成24-27年度用)  

1年 Unit 1-11本文に含まれる音素比率の分析例 
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第一強勢が置かれる母音の比率をUnitごとに比較した例 
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U02:前舌母音、 

U03:後舌母音、 

U04:中舌母音、 

U05:二重母音、 

U06: r母音に 

焦点を当てると 

効率がよいかも。 

3. 「音素カウンター」活用事例 
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各子音の出現比率の上位2位までに網掛けを入れた例 

• 閉鎖音：U03、 
破擦音：U06、 
摩擦音/f, v, θ, ð/：U05… 
のように、優先順位を 
決めることができる。 

• まんべんなく子音が 
含まれているのはU07。 
⇒発音テスト向き？ 

3. 「音素カウンター」活用事例 
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3. 2. 大学生による英作文 
「夏の計画」というトピックでのpptプレゼン原稿 

3. 「音素カウンター」活用事例 
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原稿中の音素比率をNew Horizonと比較した例 

今回は 

/ə/ 
/eɪ/ 
/t/ 
/s/ 
/l/ 
/w/ 

に注意しよう。 
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発表者が担当する英語科目では、
初年度の新学期に、発音記号を網
羅的に理解する時間を取っている。 



発音記号を表示させた例 

• 注意する音素がどこに
含まれているか確認で
きる。 

• 強勢を置く語の目安を
知ることができる。 

• 一般的でない語の目
安を知ることができる。 

3. 「音素カウンター」活用事例 



4. 語彙データベース作成時の留意点 
4. 1. 基本語彙のリストを作成。 

① English lemma list with no hyphenated words (developed by 

Yasumasa Someya)からlemma語を抽出。 

② 以下の英文素材から語を抽出。 

 中学校英語検定教科書（4社） 

 英語絵本（Caldecott賞受賞作品122冊） 

 ジャズ楽曲歌詞（110曲） 

 大学1年生による「英語会話」授業時の投稿英文（スペルチェッ

ク済） 

③ 不規則活用の名詞・動詞・形容詞・副詞を追加。 
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4. 2. 音素としてカウントする記号を整理。 

• 三省堂Dualウィズダム英和辞典第3版WEB版で使用されている

発音記号を簡略化。   
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資料１参照。 

4. 語彙データベース作成時の留意点 



4. 3. 発音記号対応表を作成。 

30 ② ① ⑤ 

③ 

④ 

④ 

4. 語彙データベース作成時の留意点 



4. 3. 発音記号対応表 
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4. 語彙データベース作成時の留意点 
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4. 3. 発音記号対応表 

①複数の記号が掲載されている場合 

一番左にある記号を採用。⇒米音。頻度が高いもの。 

/hɑt/ 

/dʒúəri/ 

4. 語彙データベース作成時の留意点 



4. 3. 発音記号対応表 
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4. 語彙データベース作成時の留意点 
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4. 3. 発音記号対応表 

②複数の見出し語が掲載されている場合 /lɪv/ 

ランクが高い見出し語を採用。⇒重要度が高いもの。 

4. 語彙データベース作成時の留意点 



4. 3. 発音記号対応表 

35 

③ 

4. 語彙データベース作成時の留意点 
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4. 3. 発音記号対応表 

③強勢記号の付け方基準 

強勢あり 
of･fice /ɑ́fəs/ 

add /ǽd/ 

an･gry /ǽŋɡri/ 
ac･tu･al･ly /ǽktʃuəli/ 

強勢なし 
on /ɑn/ 

and/ənd/ 
can /kən/ 
him /hɪm/ 

4. 語彙データベース作成時の留意点 



4. 3. 発音記号対応表 
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④ 

④ 

4. 語彙データベース作成時の留意点 
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4. 3. 発音記号対応表 

④ /r母音/区切り方基準 

• operationは、/ɑ̀･p･ər･éɪ･ʃ･ə･n/? /ɑ̀･p･ə･r･éɪ･ʃ･ə･n /? 

• Europeは、/j･úər･ə･p/? /j･ú･ər･ə･p/? /j･ú･ə･r･ə･p/?  

• arriveは、 /ər･áɪ･v/? /ə･r･áɪ･v/?  

• borrowは、 /b･ɔ́ː r･ou/? /b･ɔ́ː ･r･ou/?  

⇒op･er･a･tionなので、/ɑ̀･p･ər･éɪ･ʃ･ə･n/ 

⇒ Eu･ropeなので、 /j･ú･ə･r･ə･p/  

⇒ ar･rive⇒/áɪ/に強勢⇒ /ə･r･áɪ･v/  

⇒ bor･row⇒/ɔ́ː r/に強勢⇒/b･ɔ́ː r･ou/ 

4. 語彙データベース作成時の留意点 



4. 3. 発音記号対応表 
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4. 語彙データベース作成時の留意点 
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4. 3. 発音記号対応表 

⑤規則活用の名詞・動詞の発音記号 

• 名詞の複数形・動詞の三人称単数現在 

• 名詞の所有格 

• 動詞の過去形 

• 動詞の過去分詞形 

• 動詞の-ing形 
 

規則活用出力基準（抜粋） 

4. 語彙データベース作成時の留意点 



4. 語彙データベース作成時の留意点 
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4. 4. 出力画面表示の調整。 
 数字、記号、全角文字
はそのまま出力される。 

 改行はそのまま反映さ
れる。 

 データベースに存在し
ない語は網掛け表示
される。 



5. 今後の予定 
5. 1. 語彙データベースの修正・改善。 

42 

• データベースに存在しない語の
記録を元に充実を図る。 

• 合成語、複合語の強勢記号の
付け方を工夫する。 

• 入力された英文中の語に品詞タ
グを付与し、内容語/機能語や

異音同綴り語の発音記号を区別
する。 



5. 2. 地域変種別データベースを作成。 

5. 今後の予定 

このあたりに 
イギリス英語 アメリカ英語 
を選択できるアイコンを挿入する。 



5. 3. 文強勢を表示する機能を追加。 
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5. 今後の予定 
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5. 3. 文強勢を表示する機能を追加。 

5. 今後の予定 



5. 4. 音声変化の可能性を表示する機能を追加。 
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5. 今後の予定 
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5. 4. 音声変化の可能性を表示する機能を追加。 

5. 今後の予定 



5. 5. 出力画面から解説ページへのジャンプ機能。 
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調音法 

5. 今後の予定 

地域変種 リズム 音声変化 
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